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現です。例えば sammi ya はシダーマ語では「静
























































































「彼女が」、 hank ’-it-ino（怒る-主語：3人称 .単


























































（Taro has lot of money）」、これは「ある」が
haveを表すというよりも、「太郎さんにお金がたくさ
ん存在する」という意味であって、訳せば英語の
haveになるだけのことだから、やはり「ある」をhave
と同じと見るのは、まずいと私は思うのです。だから、
「だ」は、have構文とは違うと思います。
ホイットマン　ありがとうございます。
　もう一つ、各先生方に対する質問です。先ほど
角田先生のお話の中で、人魚構文はそこで出てく
る名詞部分にいろいろ種類があって、例えば「模
様だ」「様子だ」、それから「計画」のようなものも
あって、あまり意味がない「ことだ」「ものだ」などもあ
ります。
　今回の話を聞いていて、特に人魚構文の種類
が少ない言語の場合に、気が付いたことは、タガロ
グ語もそうですし、シダーマ語もそうだったのです
が、そこにあった数少ない人魚構文の例としては、
やはり「模様だ」「ようだ」というようなものが出てきま
した。そこから出てきた疑問ですが、「人魚構文の
中に、あるいは人魚構文の分布に関しては、何らか
の階層があるのではないか」ということです。もし人
魚構文が一つの言語に存在するとすれば、「模様
だ」「様子」「ようだ」のようなものがあり、その次に、
また別の種類の名詞が出てくるというような一般化
はないでしょうか。よろしくお願いします。
角田　宮地朝子先生に『万葉集』と平安時代に
おける人魚構文を調べていただいています。平安
時代の文学作品で、ちょうど現代語で「～している
模様だ」「様子だ」というところを、「姿、形」などとい
う名詞を使っています。その仲間なのですね。言え
ることは、もしある言語に人魚構文が存在するとし
たら、そこに表れる名詞には「様子」などのグルー
プの名詞が出るだろうという一つの可能性はありま
す。もう一つは、やはり非常に一般的な「こと、もの、
ところ」などが出やすい言語です。タイプが二つあ
るらしいのです。
　琉球の伊良部の言葉を調べていただいた下
地理則先生のご研究ですと、琉球の伊良部では、
「はず」は一般名詞とは言いにくいけれども、「こと」
「人」「ところ」など、非常に一般名詞が出やすい
ので、もしヒエラルキーがあるとしたら、2種類ある感
じがしますね。非常に一般的な名詞が出やすいヒ
エラルキ とー、「様子、模様」が出やすいものという、
二つのタイプがある感じがしました。
ホイットマン　ありがとうございます。そうしますと、
その階層の中で一番珍しいといいますか、例文数
が少ないものとしては、「予定だ」「つもりだ」などは
どれぐらいの数の言語にあるのでしょうか。
角田　日本語の例文を挙げるときは、すぐ「予定」
を取り上げてしまうのですが、いろいろな言語を見る
と、「予定」と言える言語はそれほど多くはないです
ね。韓国語は言えますが、今日のシダーマ語でも、ア
イヌ語でも、タガログ語でもなかったですものね。だ
から、おっしゃるとおり、正確に幾つということは分か
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りませんけれども、「予定」を使える言語はそんなに
多くはないのです。申し訳ございませんが、正確に
数は言えません。
ホイットマン　ありがとうございます。
　今まで文法の言語学者が好むような話を延 と々さ
せていただいて、ご聴衆の方から「言語学者は、よく
もこういう文法を限りなく論じるものだ」と言われそう
です。いただいた質問の中に、文化に関する質問も
幾つかあったので、それに関して金先生、それから
ブガエワ先生にも、ひとつお願いしたいと思います。
　金先生の場合には、今日のテーマと直接に関係
がないと言いながらも、韓国語における人魚構文
には、漢語で終わる、漢語で締める例文がたくさん
あったのですが、その関係で、韓国語における漢
字の使用に関する質問がありました。それに関し
て、ひとつご説明いただけますか。
金　多分、名詞の方に漢語がたくさん出てきたの
で、気になったかもしれませんが、韓国における漢
字教育の実態について、何人かの方に聞かれまし
た。私が小学校のときは毎朝、学校に行ったら新聞
があって、そこで一文字ずつ漢字を勉強しました。
中学校に入ったときは漢文という科目があって、い
わゆる送り仮名を付けたりして、中国の漢文を勉強
する科目がありました。
　詳細は忘れましたが、ハングルを使う運動も韓国
でありました。昔、韓国は植民地の名残で新聞の
方も縦書きで漢字を併用していましたが、植民地の
名残をなくそうという傾向もあって、すべてハングル
で表記することになって、縦書きも止めて、新聞など
も横書きに全て直しました。そうしますと、問題になる
のは同音異義語です。例えば「今日の発表の感想
を聞かせてください」の「感想」と、映画鑑賞の「鑑
賞」があるのですが、すべて韓国語では「감상/ 
kamsang」と言って、音が同じです。そのように、読
んでいて文脈上分かりにくいと思われる単語に関し
てはまずハングルを書いた上で、括弧の中に漢字
を併記するような形になっています。
　今現在、私は大学1年生にも教えていますが、高
校でも漢字を勉強しているとは言っていました。ただ
し、自分の名前は書けるのですが、親の名前など
は漢字で書けない人もいます。それから、私の名前
は漢字がありますが、固有語に由来する名前をも
つ場合も多くて、名前自体に漢字がない学生もたく
さんいます。日本語ほどではありませんが、学校教
育として漢字を教えることは教えます。ただし、実際
に日本語のように書く機会はなかなかないので、漢
字能力は非常に衰えているような状況です。
ホイットマン　ありがとうございます。今の質問にも
関連しますが、先ほどのお話にあったように、韓国語
の人魚構文は、日本語と同じように漢語からなる例
がたくさんあるということです。単純に考えると、表記
から漢字をなくすれば、そういう単語もなくなるのでは
ないかと思いがちかもしれませんが、言語学者とし
て一つ申し上げたいことは、漢字と漢語は別なもの
だということです。文字を変えても漢語は残ります。
　現在、韓国では漢字を公のところで使わないこと
になっていますが、私の印象なのですが、韓国語に
ある漢語、つまり由来が漢字語、もともと漢字があっ
た単語で、中国語から借用された漢字由来の語
彙が、数字で見ると、日本語における漢語より多い
と思います。75％か80％と聞きますが、それはいか
がでしょうか。そういう数字になるでしょうか。日本語
より多いという印象は当たっていますか。
金　そうですね。漢語は確かに多いです。ただ、お
そらくどれが漢語かということを若い人は意識してい
ないと思います。例えば「感動」や「感想」などが漢
語ということは分かるのですが、全ての名詞について
「この名詞は固有名詞だ」とか、「これは漢字語だ」
という意識はあまりないのではないかと思います。
　漢字語には中国語から受け入れたものと、科目
の名前などのように日本で英語を漢語に訳したもの
が韓国語に入ってきたものがありますね。「哲学」や
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「英語」や「数学」といった単語は日本から受け入
れて、それが普通に一般の生活で使われているの
で、多分、今の若い人は、意識はしていないと思い
ます。
ホイットマン　ありがとうございます。最後のご指
摘はまさにそのとおりです。特に江戸時代に入って
から、日本に蘭学があり、英語の文献を漢文に訳す
ことが中国・韓国よりも盛んに行われたので、日本語
から和製漢語、日本製漢語が韓国語や中国語に
入ったものがたくさんあるわけですね。ありがとうご
ざいます。
　もう一つ、表記に関する質問です。今おっしゃった
ように、漢字がなくなって、若い人たちは何が漢語な
のか、何が純粋たる韓国語なのかの意識がなくな
ると、漢語で発音が同じ同音の言葉がたくさん出て
きますが、そういう場合にはハングルの文章を見てど
うやって分かりますか。日本語の場合には、漢語を
全部仮名で書こうとすると随分読みづらくなる印象
がありますが、韓国語の場合にはどうしますか。
金　例えば「今日の発表の感想を聞かせてくださ
い」の「感想」は「감상/kamsang」ですが、多分、
前後の文脈から分かるということがあります。特に
新聞記事の場合は括弧で漢字語併記されている
ので、これが「感想」なのか、例えば「鑑賞 감상/
kamsang」なのかは、同じ発音でも漢字が違うの
で、漢字の表記を知っている人であれば、そこで見
極めることができます。
　漢字がない場合でも、その文を読んで、例えば
「映画鑑賞」だったら、絶対に「映画」が付いてい
るので、「鑑賞」です。「映画を見た感想を聞かせて
ください」と言ったら、多分それで「感想」だというこ
とが分かります。
ホイットマン　分かりました。ありがとうございます。
もう一つ気が付いたのですが、日本語の仮名文と
違って、ハングルの場合には、分かち書きをすること
も助けになるのではないでしょうか。
金　そうですね。日本語の場合、全部平仮名で書
いてしまいますと、どこが助詞の「が」なのか、「を」な
のか、というのが区別しにくくなってしまいます。留学
生にとっても、最初は平仮名で書くのですが、どんど
ん学習のレベルが高くなるにつれて、むしろ平仮名
で書くのがじゃまで、漢字語で書いた方がかえって
読みやすい、分かりやすいということが、日本語教育
分野で言われています。でも、ハングルは文字の作
り方が違いますし、分かち書きをしますので、ハング
ルで書いても、日本語ほど混乱はしないですね。
ホイットマン　ありがとうございます。
　引き続き、アイヌ語に関して、言語と文化の関係
でご質問があったかと思いますが、よろしくお願いし
ます。
ブガエワ　文化についての質問はありませんでし
たが、日本語の起源についての質問がありました。
「日本語の起源に興味があるのですが、最近の
結論はどうですか」という質問です。それから、「言
語の起源を探るときに、人類学の結果とDNAの
結果をどうやって使うか」という二つの質問がありま
した。
　日本語の起源には、私も非常に関心を持ってい
ます。去年の7月に大阪で大きな歴史言語学会が
ありました。たまたま興味があって、そこに行ってみ
たのです。私自身がその問題から15年ほど離れて
いたので、他の研究者の研究の結果を聞きに行き
ました。実はここにいらっしゃるホイットマン先生が
歴史言語学の大家です。15年でどれぐらい進んで
いるか、結論を言いますと、まだ分かりません。ただ、
最も有力な説は、相変わらずアルタイ説ではないか
と思います。アルタイ説はモンゴルの諸言語、そして
チュルクの諸言語、ツングースの諸言語が一緒に
アルタイ語族を成していて、日本語、また韓国語もそ
こに入っているのではないかという定説があります。
でも、未だにかなり難しいです。
　歴史言語学には、とてもきちんとした方法があり、
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語彙の何％など、基礎語彙が少なくとも一致しない
と、何の結論も出せません。大阪で多くの皆さんの
発表を聞いても、何も結論がないので、影山先生
から「日本語が孤独のようです。それだと少し寂し
いので、少なくとも、仲間に韓国語ぐらいは入れてく
ださい」というご発言がありました。韓国語と日本語
は、文法的に自動翻訳できるぐらい似ています。た
だ、語彙のレベルではかなり難しいようです。もしか
すると、アルタイ語族の中で、韓国語と日本語はもう
少し距離が近いかもしれないという結論でした。
　もう一つの説としては、もともと日本語はオーストロ
ネシア語族から影響を受けているか、オーストロネシ
ア語族の言語で、アルタイ諸言語から後に影響を
受けている混合の説ですね。オーストロネシア＋アル
タイです。片桐先生が研究されている言語と金先
生のご研究の言語の混合、その結果が日本語であ
るという説です。アイヌ語については分かりません。
なぜかというと、方言についてまだ十分に明らかに
なっていないためです。アイヌ語のように古い文献
がない言語だと方言を調べるしかないのですが、
方言の情報が完全ではないので、今は何とも言え
ません。
　もう一つのご質問、人類学などの結果をどのよう
に使うかということについてですが、実は言語の起
源と、民族性、どのような血を引いているかということ
は別物のようです。不思議なのですが。
　一つの例を挙げたいと思います。私の母語はロ
シア語です。スラブ語族に属しています。スラブ語
族は大きくは、インド・ヨーロッパ語族に属していま
す。スラブ語族のもう一つの言語に、ブルガリア語が
あります。ただ、典型的なロシア人とブルガリア人を
比べてみると、顔がだいぶ違うと思います。ブルガリ
ア人はあくまでもトルコ人に似た顔をしている人が
多いです。ブルガリアはトルコのオスマン帝国支配
下に置かれた時期がかなり長く、500年以上ありま
した。ですから、その遺伝子、DNAを調べてみると、
トルコ人と近い結果になります。でも、言語をみると、
ブルガリア語とロシア語は非常に近いです。
ホイットマン　ありがとうございます。今のブガエワ
先生のご指摘を受けて、最後の質問にしたいと思
いますが、角田先生に対する質問です。今のブガ
エワさんのお話で、言語の間の関係の一つとして、
同起源、同じ語族に属するような関係があるという
ことでした。例えば先ほどのブルガリア語とロシア語
がそうです。もう一つの関係としては、河内先生の
お話に出てきた言語地理学による考えで、言語地
域という概念があります。
　ブルガリア語が話されるところは、バルカンという
のですが、西南ヨーロッパです。そちらに別語族の
言語が幾つかありますが、語族の起源が違うのに
特徴が非常によく似ているところがたくさんありま
す。このように、西南ヨーロッパが一つの代表的な
言語地域としてよく知られていますが、もう一つは、
河内先生がお話しされたエチオピア、東アフリカな
のですが、そこも一つの言語地域だと言えます。幾
つか全く起源が違う言語、あるいはほぼ起源が違
う言語がたくさん話されていますが、文法・音韻、い
ろいろな特徴を見ると類似するところがたくさんあり
ます。
　人魚構文が20ぐらいの言語にあるとすると、一つ
の一般化になるかと思います。東北アジアには日本
が当然入ります。韓国語も入ります。アイヌ語も入り
ます。シベリアの言語も入ります。今まで東北アジア
を一つの言語地域として考える研究は多くありませ
んでしたが、角田先生の共同研究プロジェクトの中
で、人魚構文その他の研究により、日本、韓国、ロシ
アのシベリアを含めた地域が、一つの言語地域とし
て成り立つのではないかという可能性が出てきまし
た。これが、今回の共同研究の一つの成果だと思
いますが、先生はいかがお考えでしょうか。
角田　今のご質問とご指摘の他、こういう質問があ
りました。「人魚構文がある言語とない言語で、共
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通の特徴がありますか。どうして、ある言語に人魚
構文があって、ある言語にないのですか」。これに
関係します。お話ししたとおり、今まで見たところ、人
魚構文が見付かった言語のほとんどは、主語、目
的語、そして動詞が最後の言語なのです。しかし、
主語、目的語、動詞の順番なら、必ずあるかというと
そうではなくて、アジアにたくさん言語がありますが、
そのうち見付かったのは二十近くです。面白いこと
に、同じような語順を持った言語でも、隣の言語に
は人魚構文がないことがあります。だから、どういうと
ころに人魚構文があるか、ないかを答えるのはなか
なか難しいのです。特徴を見ても分かりません。
　ホイットマン先生のご質問に戻ります。東アジアに
どうも多いようで、日本語に見付かって、琉球諸語
にもあって、アイヌ語にもあって、韓国語、シベリア南
部のコリマ・ユカギール語、あとはモンゴル語にもあ
り、満洲語にもあるらしいです。中国語もあります。少
し先に行って、チベット語などもそうです。どうも東ア
ジア中心にこういう構文があるらしいのですが、先
ほどお話ししたとおりに、いろいろタイプが違うので
す。中国語などは主語、動詞、目的語の順番で、日
本語と違うのです。それでもあります。ということで、ど
うも人魚構文は、日本語を中心としたアジア諸言語
に共通の特徴なのではないかと思います。
　もしかしたら日本語とアイヌ語は、もともと起源の違
う言語だったかもしれません。でも、こうやって近くに
なって、ずっといる間に、何らかの統語の影響を受
けて、日本語、アイヌ語を含めて、この地域の言語
が、こういう特徴を持つようになったという可能性が
あると思います。ということで、お答えはいいでしょう
か。
